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教
育
・
研
究
の
拠
点
と
な
る
新
棟
建
設

他
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
本
格
化

成
蹊
大
学
／
理
工
学
部　

Seikei U
niversity

予
測
不
能
な
未
来
に
向
け
て
、

進
化
し
て
い
る
成
蹊
大
学

全
５
学
部（
経
済
学
部
、経
営
学
部
、

法
学
部
、文
学
部
、理
工
学
部
）の
学
生

が
４
年
間
、東
京
・
吉
祥
寺
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
学
ぶ
成
蹊
大
学
。ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特

徴
を
活
か
し
た
教
育
を
推
進
し
、文
系
・

理
系
の
枠
を
越
え
て
幅
広
い
教
養
を
修

得
で
き
る
の
が
大
き
な
特
色
だ
。

Society 5.0

時
代
の
到
来
を
見
据
え
、

同
大
学
で
は
２
０
２
０
年
よ
り
様
々
な
教

育
改
革
を
進
め
て
き
た
。
経
済
学
部
を

改
組
し
新
た
に
経
営
学
部
を
設
置
す
る

な
ど
、よ
り
高
度
な
専
門
性
を
持
つ
人
材

育
成
へ
と
舵
を
切
っ
た
ほ
か
、自
分
の
興

味
・
関
心
に
沿
っ
た
学
修
が
可
能
な
「
副

専
攻
制
度
」で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
18
領
域
を
用
意
。
所
属
学
科

の
学
び
に
プ
ラ
ス
の
専
門
性
を
身
に
つ
け
、

個
々
の
強
み
を
伸
ば
す
。
ま
た
、学
部
横

断
型
の
少
人
数
選
抜
制
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
」を
開
設
。
教

育
の
充
実
を
図
り
、社
会
の
複
雑
な
課
題

を
解
決
へ
と
導
く
人
材
を
育
成
す
る
。

理
工
学
部
は
１
学
科
５
専
攻
に

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
学
び

さ
ら
に
２
０
２
２
年
４
月
、理
工
学
部

を
刷
新
。従
来
の
３
学
科
か
ら
理
工
学
科

の
１
学
科
に
改
組
し
、学
問
分
野
を
明
確

に
し
た
５
つ
の
専
攻
、「
デ
ー
タ
数
理
専
攻
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
専
攻
」「
機
械
シ
ス
テ

ム
専
攻
」「
電
気
電
子
専
攻
」「
応
用
化
学

専
攻
」を
設
置
。
学
生
は
所
属
し
て
い
る

専
攻
で
深
い
専
門
知
識
を
修
得
す
る
と

と
も
に
、専
攻
の
垣
根
を
越
え
た
融
合
分

野
の
科
目
に
よ
り
学
び
の
幅
を
広
げ
る
。

ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
す
べ
て
の
専
攻
で

１
年
次
か
ら
必
修
化
し
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
いっ
た
実
社
会
で

通
用
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
を
身
に
つ
け

る
。２
年
次
以
降
は
企
業
や
地
域
に
お
け

る
課
題
を
学
生
が
チ
ー
ム
で
解
決
し
て
い

く「
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
、経
営
科
学
、

生
命
科
学
、教
育
手
法
と
いっ
た
社
会
的

要
請
の
高
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
重
点
的
に

学
ぶ「
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
」も
設
置
し
、他

専
攻
の
学
生
と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式

で
実
践
力
を
磨
く
。
こ
う
し
た
、専
門
分

野
の
深
い
知
識
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
、

高
度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
と
専
門
の
垣
根

を
越
え
た
発
想
に
よ
り
、課
題
解
決
に

向
け
て
自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
、新

た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
「
新
し
い
理

系
」を
養
成
す
る
。

さ
ら
に
現
在
、理
工
学
部
エ
リ
ア
の
再

開
発
が
進
み
、創
造
的
知
の
拠
点
と
な
る

新
棟
が
２
０
２
４
年
秋
に
完
成
予
定
だ
。

未知の社会課題を果敢に乗り越えて
いく「新しい理系」を養成するため、
2022年４月、理工学部を１学科５専攻
に刷新した成蹊大学。文系・理系の学
生がワンキャンパスで学ぶ特色を活か
し、さらなる教育環境の充実が進む。

取材・文／福島寿恵
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（左）2024年秋完成予定の新棟。最先端の
研究環境や情報教育設備が整備され、創造
性を育む新しい理工学部の拠点となるととも
に、文系・理系の学生のコラボレーションを促
進する学修環境がさらに充実する。（左下）開
放的なラーニングコモンズは、異分野の学生
が集う「新たな交流の場」となり、様々な知的
交流や刺激を生み出す。（右下）フリースペー
スでは活発な議論を通して互いに学び合った
り、アイデアを形にしたりなど、共創・協働して
各自の研究や社会課題に取り組む（画像提
供：株式会社竹中工務店。計画は現段階の
ものであり、変更となる可能性があります）。
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で
は
な
い
学
び
の
形
に
よ
り
、異
な
る
専

門
分
野
の
人
が
集
ま
る
と
、１
＋
１
が
３

に
も
４
に
も
な
り
ま
す
。新
た
な
理
工
学

部
で
は
他
者
か
ら
得
ら
れ
た
気
づ
き
や

発
見
を
学
び
へ
と
昇
華
し
、経
験
知
を
備

え
た
人
財
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
」。

個
々
の
専
門
性
の
確
立
と
と
も
に
、幅

広
い
視
野
や
柔
軟
な
発
想
力
を
培
い
な

が
ら
、異
分
野
の
学
生
が
相
互
に
学
び
合

う
。
こ
う
し
た
協
働
学
修
は
、課
題
解
決

の
糸
口
と
な
る
。
ま
た
、多
様
な
人
の
中

で
個
々
の
真
価
を
発
揮
す
る
経
験
を
積

む
こ
と
も
可
能
だ
。「
個
性
尊
重
の
人
間

教
育
」の
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
成
蹊

教
育
は
時
代
に
即
し
て
継
承
さ
れ
て
お

り
、今
後
も「
新
し
い
理
系
」を
は
じ
め
と

す
る
唯
一
無
二
の
人
財
を
育
成
し
て
い
く
。

実
社
会
で
活
躍
で
き
る

「
新
し
い
理
系
」を
育
て
る
た
め
に

ま
た
、教
員
の
共
同
研
究
先
で
実
施
す

る「
教
員
紹
介
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」を
、

学
部
全
体
に
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
、応
募

し
た
学
生
は
必
ず
経
験
で
き
る
独
自
の

制
度
で
、例
え
ば
、情
報
系
の
学
生
が
機

械
メ
ー
カ
ー
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

す
る
な
ど
、専
攻
の
垣
根
を
越
え
た
業

種
・
職
種
の
就
業
体
験
を
行
う
こ
と
が
可

能
。
他
分
野
の
課
題
解
決
に
専
門
ス
キ
ル

を
利
活
用
し
、実
社
会
で
役
立
つ
学
び
を

得
て
い
く
。

こ
う
し
た
背
景
に
つ
い
て
、理
工
学
部

の
小
池
学
部
長
は
こ
う
語
る
。「
専
攻
の

垣
根
を
越
え
た
い
わ
ゆ
る『
縦
割
り
型
』

成蹊大学

1912年に創立された成蹊実務学校が源流。成蹊実務学校は教
育者中村春二により創立され、後の1925年に創設された旧制
高等学校が戦後の学制改革で現在の成蹊大学となり、高等教
育機関としての姿を確立。「少人数制による個性尊重の人間
教育」の伝統は、総合大学となった現在もゼミ・研究室での学
びを中心とした教職員と学生の距離の近さという特徴と、旧
制高等学校のリベラルな学風とともに受け継がれている。

●DATA
〒180-8633　東京都武蔵野市吉祥寺北町3-3-1
TEL 0422-37-3533（アドミッションセンター）

https://www.seikei.ac.jp/university/URL
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